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はじめに

• 令和６年1月1日発災の能登半島地震では甚大な被害が生じ、多くの方々が避

難されているものと思います。一刻も早い復旧、復興をお祈りいたします。

• 東日本大震災の際に、被災された方々の様々な症状に、漢方薬が有用であっ

たと報告されています。

• 日本東洋医学会では、避難者・被災者への体調管理支援を考え、漢方薬の活

用を学術誌に掲載された内容を踏まえて提案させていただきます。



避難者、被災者への体調管理支援

～漢方薬の活用～



発災からの時間経過、季節による影響

• 制限ある中で、時には薬剤（漢方薬含む）が必要になる場合もあります。

症状や時に応じた漢方薬の活用例を示します。（赤が漢方薬です。）

1. 冬の災害では、体の冷えや気力・体力の低下が懸念されます。

➢体を温めたい：葛根湯*もしくは麻黄附子細辛湯

2. 住宅の倒壊などによる粉塵は、アレルギー症状を起こします。

➢鼻炎や目の掻痒感：小青竜湯*

➢乾いた咳：麦門冬湯*

3. 衛生面でも感染症に注意が必要となります。

➢感冒初期：葛根湯*もしくは麻黄湯*

➢下痢や嘔吐を伴う胃腸炎：五苓散

*甘草が含まれる漢方薬です。



発災からの時間経過、季節による影響

5. 精神面でも不安や不眠などが生じやすくなります。

➢イライラする不眠：抑肝散*

➢不安を伴う不眠：加味帰脾湯*

➢不安や動悸、めまい、浮動感：柴胡桂枝乾姜湯*もしくは半夏厚朴湯もしくは真武湯

6. 尿量の減少や便秘にも悩まされやすくなります。

➢便秘が続く：便が溜まる場合は麻子仁丸、ガスが多い場合は大建中湯

7. 長期間の座位などで下肢の痺れが出やすくなります。

➢下肢の痺れ：牛車腎気丸

*甘草が含まれる漢方薬です。



学術誌（査読有）の情報のまとめ

症状、疾患など 漢方薬 引用文献

感冒 葛根湯*、麻黄附子細辛湯 高山, 他. 2011

咽頭痛 桔梗湯* 高山, 他. 2011

低体温、体温低下 当帰四逆加呉茱萸生姜湯* 高山, 他. 2011

胃腸炎 五苓散、六君子湯* （食欲低下あり） 高山, 他. 2011

鼻炎 小青竜湯* 高山, 他. 2011; 中永. 2012

乾性咳嗽 麦門冬湯* 高山, 他. 2011

便秘 麻子仁丸 高山, 他. 2011

不眠 酸棗仁湯* 高山, 他. 2011

イライラ 抑肝散* 高山, 他. 2011

不安 加味帰脾湯* 高山, 他. 2011

倦怠感、抑うつ症状、気力低下 補中益気湯* 高山, 他. 2011; 中永. 2012

腹痛（腹部膨満） 大建中湯 高山, 他. 2011; 中永. 2012

下肢の痺れ 牛車腎気丸 中永. 2012

筋肉の攣り 芍薬甘草湯* 中永. 2012

めまい
半夏厚朴湯、半夏白朮天麻湯、苓桂朮甘湯* 木村, 他. 2012

真武湯 （冷えあり） 村井, 他. 2016

PTSD 柴胡桂枝乾姜湯* 沼田, 他. 2014

PTSDに関連した胸部の痛み 大柴胡湯、四逆散* 赤澤. 2015



留意事項

• 漢方薬には一般用と医療用があります。薬局などで購入可能な一般用漢方

薬も活用可能です。

• 注意点もいくつかあります。

➢症状ごとに複数の漢方薬を長期間服用することは、含まれる生薬が重複するため、

お控えください。（本提案では、甘草が含まれる漢方薬に*のマークを付けています。）

➢持病に対しての投薬がある場合、添付文書や説明文書で注意点を確認してください。

➢漢方薬の使用は一時的と考え、症状が改善した場合には休止してください。

➢病状が長引く場合は、身近な医師やかかりつけ医にご相談ください。



学術誌（査読有）の情報



学術誌の情報（1）

• 日本東洋医学雑誌に、『東日本大震災に

おける東洋医学による医療活動』が報告

されています（2011年）。

• その一部をご紹介させていただきます。

東日本大震災における東洋医学による医療活動. 高山 真, 他. 日本東洋医学雑誌62巻5号 P621-626(2011) より引用



発災～2週間
（体温低下、感冒、胃腸炎、咳などが多い時期）

東日本大震災における東洋医学による医療活動. 高山 真, 他. 日本東洋医学雑誌62巻5号: 621-626. 2011.より引用

咽頭痛やのどのイガイガには桔梗湯が多く用いられ、感冒には葛根湯など
が用いられました。また、胃腸炎には五苓散が用いられました。



発災4週間～8週間
（鼻炎、目の掻痒感、咳など、アレルギー症状が出やすい時期）

鼻炎などアレルギー症状には小青竜湯、咳には麦門冬湯が用いられました。

東日本大震災における東洋医学による医療活動. 高山 真, 他. 日本東洋医学雑誌62巻5号: 621-626. 2011.より引用



発災4週間～8週間
（いら立ちや不安感、不眠、倦怠感などが目立つ時期）

不安・不眠には加味帰脾湯、イライラ・不眠には抑肝散が用いられました。
便秘には麻子仁丸が用いられました。

東日本大震災における東洋医学による医療活動. 高山 真, 他. 日本東洋医学雑誌62巻5号: 621-626. 2011.より引用



学術誌の情報（2）

• 英文誌Personalized Medicine Universe

に”Role of traditional Japanese medicines in 

the relief effort in areas affected by the Great 

East Japan Earthquake”『東日本大震災被災

地支援における日本の伝統医学の役割』

が報告されています（2012年）。

• その一部をご紹介させていただきます。

Nakae, H. Role of traditional Japanese medicines in the relief effort in areas affected by the Great East Japan Earthquake. Personalized Med. Universe. 1:45–48, 2012.より引用, 転載許可済み



学術誌の情報（2）

東日本大震災の被災地支援の際に、下肢の痺れやアレルギー症状、
気管支炎などに漢方薬が活用されました。

症例番号 年齢 性別 疾患 漢方薬

1 72歳 女性 下肢の痺れ 牛車腎気丸

2 51歳 女性 潰瘍性大腸炎 小柴胡湯

3 60歳 女性 アレルギー性鼻炎 小青竜湯

4 76歳 女性 気管支炎 辛夷清肺湯

5 80歳 女性 便秘 大黄甘草湯

6 93歳 女性 気管支炎 辛夷清肺湯

7 75歳 男性 腹痛 大建中湯

8 53歳 女性 花粉症 小青竜湯

9 74歳 男性 めまい、舌炎 苓桂朮甘湯

10 79歳 女性 腓腹筋の攣り 芍薬甘草湯

11 62歳 女性 夜間頻尿 牛車腎気丸

12 68歳 女性 抑うつ状態 補中益気湯

13 90歳 男性 下肢浮腫、前立腺肥大 牛車腎気丸

漢方薬治療の症例

Nakae, H. Role of traditional Japanese medicines in the relief effort in areas affected by the Great East Japan Earthquake. Personalized Med. Universe. 1:45–48, 2012.より引用, 転載許可済み



学術誌の情報（3）

• 日本東洋医学雑誌に、『東日本大震災後の揺れ感に対

する治療経験 -半夏厚朴湯を中心に-』が報告されて

います（2012年）。

• その一部をご紹介させていただきます。

震災後に揺れ感、不安感、みぞおちの痞えがみられた患者さんに、
半夏厚朴湯が有効である可能性が高い。東日本大震災後の揺れ感に対する治療経験-半夏厚朴湯を中心に-. 木村 容子, 他.

日本東洋医学雑誌63巻1号 P37-40(2012) より引用



学術誌の情報（4）

• 日本東洋医学雑誌に、『真武湯で静脈認証エラーが解

消された1例』が報告されています（2016年）。

• その一部をご紹介させていただきます。

地震後から動揺性めまい、冷えなどがあり、真武湯の投与
で症状が改善。末梢静脈血流も改善した。

真武湯で静脈認証エラーが解消された1例. 村井 政史, 他.日本東洋医学雑誌67巻1号 P34-37(2016) 
より引用



学術誌の情報（5）

• 英文誌 Evidence-Based Complementary and Alternative 

Medicine (eCAM) ”Treatment of posttraumatic stress 

disorder using the traditional Japanese herbal medicine 

saikokeishikankyoto: a randomized, observer-blinded, 

controlled trial in survivors of the great East Japan 

earthquake and tsunami”,

『柴胡桂枝乾姜湯（さいこけいしかんきょうとう）による心的外傷

後ストレス障害の治療：東日本大震災被災者を対象と

したランダム比較試験』が2014年に報告され

ています。

• その一部をご紹介させていただきます。

Treatment of posttraumatic stress disorder using the traditional Japanese herbal medicine saikokeishikankyoto: a randomized, observer-blinded, controlled trial in survivors of the great East Japan earthquake and tsunami. 

Numata T, et al. Evid Based Complement Alternat Med.2014:2014:683293. doi: 10.1155/2014/683293. より引用 , 転載許可済み



研究の概要

質
問
票
の
ポ
イ
ン
ト

柴胡桂枝乾姜湯内服群 非内服群

前 後 前 後

有意な差(有) 有意な差(無)
（点）

地震後、
恐怖感・緊張感・パニック・
動悸・不眠・吐き気・感情不
安定・ふらつき感などの症状

がある患者さん

柴胡桂枝乾姜湯
内服群

非内服群

PTSDの質問票
（2週間後）

PTSD（心的外傷後ストレス障害）の質問票

恐怖感・緊張感・パニック・動悸・不眠・吐き気・感情不安定・ふらつき感など
PTSD様症状は、柴胡桂枝乾姜湯内服により有意に改善したという結果でした。
このような症状に悩まされる場合、この漢方薬も使用候補の一つとなります。

研究の流れ
研究の結果

Treatment of posttraumatic stress disorder using the traditional Japanese herbal medicine saikokeishikankyoto: a randomized, observer-blinded, controlled trial in survivors of the great East Japan earthquake and tsunami. 

Numata T, et al. Evid Based Complement Alternat Med.2014:2014:683293. doi: 10.1155/2014/683293. より引用 , 転載許可済み
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